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強放射能泉は一般に多量のラ71ンを含有し
ているが,そのラジウム含有量はラドンとの
平衡量の1%以下である.又RLn.A,RaB,RaCに
ついても-7:の含有量がラドンとの平衡量以下
である事が黒田,拭山両氏等によって見出さ
れており,それらの結果から強放射能泉のラ
ドンの供給瀕は極めて浅 く,湧出口から数分
乃至数十分の距離にあるに過ぎないと推定さ
れている･それに用いた分析法は温泉水 0.1
C弓TJ至10ccを注射諸賢中に密封捉存し,採水直
級,30分後,GO分枝の3回に蒸発乾潤しラド
ンを駆出して,残連中のRLrl.B,Cをローl)ツ
エン験電器を用いてRo.C'のα線により測定
している･強放射能泉にほこり方法が適当し
ている･併し10マツ-以下の温泉の際は此の
方法では測定が難しい.筆者は大量の試水を
用い,ヂチノ-/でR(1LBを抽出後,β線によE)
ローT)ツエソ験電器叉はガイガーミュルラ-
計数謂によって測定した.そのRp.Bとラドン
の平衡量から湧出口とラドン供給源迄の経過
時間を求めた･之については本誌 第4号に略
報したが,以下その後の研究結果について述
べる.
RnBの 測 定 法
試水500cc乃至27を分液ロートにとる.水叉
は淡を加えて400(二以下とする･鉛イオンを約
50γと;I)%シアン化カ)t5ccを加えてヂチゾン
四塩化炭素酵液で抽出する.硫化水素を含む
唆
温泉水は臭素水と正硫酸ナ ト1)ウムで処理す
る.この条件ではい くらかRaAが抽出される
可能性がある･赤色の鉛抽出液は3cmと4cmの
鞄形の演紙片上で速かに蒸発乾燥する･渦紙
片には鉛筆で必要な事項を記入する事が出来
るし,放射能の強過ぎる時は鉄で切れば適度
の放射能張度が使用される.壊変して弱くな
ったら集めて測定する事が出来る.叉四塩化
炭素は速かに蒸発し不燃性であり,渦紙片に
よれば突沸するという事もない.若し抽出液
が多量ならクロマ トグラフ用アルミナをつめ
た吸着管に滅過し,表犀の着色盾を乾燥して
ILrlJ定する･この様にして得た試料を30分後に
ロ-.)ツェン験電界叉は4C分後にガイガ-計
数箸別こよって放射能を測定する.標準として
はラドンを含む温泉水を数博聞放置して,壊
壁物を平衡に達せしめた後,試料と同様に魔
理したものを使用し,測定器の恒数を求める.
筆者の使用したローリツェン験電器の恒数は
毎分 1日碇につき30分後は2.7×10~】OCurie,
40分後は3･4×10~10Cur三e,50分後は3.Gx10-10
Curie,60分後は4lr5×10-10Clr.:eに相当した.
ガイガ-計数器は40分後 1分間40カウ-/トは
3.6×10-iOCurieに相当した.ヂチゾンでRLnB
を抽出する時迅速に行 うので抽出率はせいぜ
い90%程度である.併し標準溶液も同様に処
理するので余 り大きい誤差は含まれTSltlと思
う･この方法によれば地下水の様な 1マッヘ
以下のラドンを含む試料でもRLl.Bを測定する
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事が出凍る.
実 輸 例
三朝温泉山田区の田の中から湧出している
最も条件のよい温泉水を使用した.このラド
ン含有量は丁,M,泉効計で測定するに67×
10~10Ctlrie′/Jであった.採水 5分後にヂチゾン
四塩化炭素溶液で抽出した.次いで渦紙片上
で直火で乾燥した.この3×4cmコの演紙片の
面積は ロー T)ツェン験電器の窓の面積にほ
ぼ等Ltl.叉著者の用いた 日本電気製ガイ
ガ-計数管に巻付けた時も最適の大きさであ
る.ロー1)ツエソ験電器による測定で1ま30分
後に1分間3日漆であっ た のでS･1×10~1]
Ctl･ie/Zとなる･ガイガ-計数器では1分間に
120カウントであった･自然計数値 は30であ
13
った･それでR(lBは811×10~70Curie/lとなE)
商法は結果が一致した.このラドンとR.1Bの
比率は12%で,これはラド-/からRLl.鞘 ミ生成
してから8分間後の値に相当する.抽出に要
した,5分間を差引 くと3分という値になる.理
論的には3分間にラドンから生成されて存在
するR･1B量はラドンの平衡量の4%程度にな
る筈であるので,比の例では3×10-10CL-Tie′/∫
Rp･Bの値が得 られる･併し試料調製のやり方
や測定時geometryの不均一,抽出の 不完全,
採取時刻による補正ラドンの種々な条件によ
る逸失.泉水の湛水による誤差等を考える時,
士 5分間の誤差は考えておく方が安全であろ
う･昭和2･5年11月から12月にかけて三朝温泉
及び関金温泉で測定した結果を表に示した.
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緒 言
ヂチゾン抽出法を応用したRP･Bの新測定
法を考案した.本法の特長は窮放射能泉にも
適用され又β線で放射能を測定している事で
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ある.本法を適用して三朝及び関金温泉のRrI
B含有量を測定した.叉それとラドンとの平
衡関係から湧出口とラドンの供給瀕迄の距離
(時間)を求迫,5-30分間の値を得た.
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